
　
　

公
民
館
の
利
用
料
金
が
、
参
加
者
か

ら
金
銭
の
多
寡
を
問
わ
ず
参
加
費
や
資
料

代
な
ど
を
徴
収
す
る
と
、
営
利
団
体
の
料

金
区
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
学
習

会
を
企
画
し
大
会
議
室
を
３
時
間
借
り
た

た
場
合
、
講
師
謝
礼
や
印
刷
代
を
賄
う
た

め
に
参
加
者
か
ら
参
加
費
を
１
０
０
円
で

も
徴
収
す
る
と
、
９
０
０
円
で
借
り
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
６
，
６
０
０
円
の
利
用
料
金

と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
負
担
が
重

く
、
住
民
の
学
び
や
自
主
的
活
動
の
制
約

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
非
営
利
団
体
の

活
動
に
対
し
て
は
「
金
銭
の
徴
収
の
有

無
」
と
い
う
画
一
的
な
も
の
で
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
内
容
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
。

　
　

本
市
の
公
民
館
は
、
施
設
の
稼
働
率

向
上
や
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
機
会
の
拡
充
を
目
的
に
、
令
和

４
年
度
か
ら
営
利
団
体
の
利
用
も
可
能
と

し
た
。
利
用
拡
大
に
あ
た
り
教
育
部
内
で

協
議
を
重
ね
、
新
た
に
営
利
料
金
区
分
を

設
定
し
た
。
そ
の
際
、
非
営
利
団
体
で
も

営
利
料
金
を
適
用
す
る
場
合
を
想
定
し
、

検
討
す
る
中
で
、
非
営
利
団
体
が
参
加
費

を
徴
収
す
る
催
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内

容
や
目
的
、
参
加
料
金
の
多
寡
な
ど
に
よ

り
判
断
す
る
の
が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

ま
た
判
断
す
る
場
合
は
、
様
々
な
資
料
等

の
提
出
が
毎
回
必
要
と
な
る
た
め
、
利
用

者
に
対
し
て
過
重
な
負
担
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
客
観
的
な
基
準
と
し
て
参
加
者
か

ら
金
銭
の
徴
収
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

基
準
と
し
た
。
し
か
し
、
一
部
の
団
体
か

ら
は
、
利
用
料
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
と

の
声
も
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
良
い
制
度

と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
。

AQ

よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う

Q
非
営
利
団
体
の
料
金
区
分
は
内
容
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
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映像は
こちらから

　
　

深
谷
市
で
は
今
回
、
約
１
カ
月
の
間

に
、
予
定
金
額
の
合
計
が
63
億
円
を
超
え

る
３
つ
の
公
共
工
事
の
入
札
が
行
わ
れ
、

Ａ
社
を
代
表
構
成
員
と
す
る
Ｊ
Ｖ
が
、
平

均
落
札
率
99
・
67
％
で
全
て
を
落
札
し
た
。

入
札
に
競
争
原
理
が
全
く
働
い
て
い
な
い

と
考
え
る
が
、
問
題
で
は
な
い
か
。

　
　

競
争
性
・
透
明
性
は
、
充
分
担
保
さ

れ
て
お
り
、
公
平
公
正
な
入
札
が
実
施
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

Ａ
社
は
令
和
３
年
５
月
25
日
に
ク

レ
ー
ン
事
故
、
７
月
16
日
に
人
身
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

７
月
７
日
の
入
札
に
参
加
し
、
２
億
１
４

０
０
万
円
の
皿
沼
浄
水
場
改
修
工
事
を
落

札
し
て
い
る
。
翌
年
６
月
か
ら
の
入
札
参

加
停
止
処
分
は
全
く
意
味
が
な
い
の
で
は
。

　
　

事
故
に
よ
る
損
害
調
査
と
そ
の
結
果

が
処
分
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
判
断
す
る

た
め
に
時
間
が
か
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

　
　

全
治
３
カ
月
の
人
身
事
故
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
救
急
車
を
呼
ば
な
か
っ
た
理
由

を
聞
い
て
い
る
か
。

　
　

伺
っ
て
い
な
い
。

　
　

一
方
で
市
は
、
Ａ
社
が
起
こ
し
た
令

和
２
年
11
月
10
日
の
事
故
で
は
、
26
日
に

１
カ
月
の
入
札
参
加
停
止
処
分
を
決
定
し

て
い
る
。
こ
の
対
応
の
差
は
ど
う
し
て
起

こ
る
の
か
。

　
　

単
純
な
人
身
事
故
で
あ
っ
た
た
め
、

す
ぐ
に
結
論
を
出
す
こ
と
が
出
来
た
た
め

あ
る
。

　
　

第
３
者
機
関
の
入
札
監
視
委
員
会
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

透
明
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。　

AQQQ AA

QQ A AA

透
明
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
考
え
て
い
な
い

Q
入
札
監
視
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か

　
　

今
使
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
証
は
、

い
つ
ま
で
使
え
る
の
か
。

　
　

市
の
国
民
健
康
保
険
で
交
付
し
て
い

る
被
保
険
者
証
は
、
原
則
、
有
効
期
限
の

令
和
７
年
７
月
末
ま
で
使
用
で
き
る
。
同

年
７
月
を
目
途
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
は
「
資
格
確
認
書
」
、

持
っ
て
い
る
人
に
は
「
資
格
情
報
通
知

書
」
を
交
付
予
定
で
あ
る
。

　
　

資
格
確
認
書
に
有
効
期
限
は
あ
る
か
。

　
　

従
来
の
被
保
険
者
証
と
同
様
に
受
診

で
き
、
有
効
期
間
は
１
年
の
予
定
で
あ
る
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
者
が
、
離
職

な
ど
で
社
会
保
険
か
ら
国
保
に
変
更
す
る

時
の
手
続
き
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
加
入
や
脱
退
の

際
は
、
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
ど
う
か
。

　
　

国
の
調
べ
で
６
月
末
現
在
の
利
用
率

は
、
11
・
５
％
で
あ
る
。

　
　

市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

率
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　

８
月
末
現
在
、
申
請
率
は
86
・
４
％
、

交
付
率
は
75
・
０
％
で
あ
る
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
解
除
が

で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
ど
う
か
。

　
　

利
用
登
録
は
任
意
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
10
月
末
頃
か
ら
加
入
す
る
健
康
保

険
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
解
除
で

き
る
仕
組
み
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
を

　
　

深
谷
も
無
償
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

国
の
責
任
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点

で
は
無
償
化
は
難
し
い
。
食
材
費
補
助
を

増
額
し
、
保
護
者
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

AQQQQ AAAA

QQQ AAA

映像は
こちらから

申
請
に
よ
り
解
除
で
き
る
仕
組
み
が
開
始
予
定
で
あ
る

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
が
解
除
で
き
る
の
か

鈴木　三男
すず　き みつ　お

A
現
在
、
25
団
体
を
認
可
し
て
い
る

Q
認
可
地
縁
団
体
の
認
可
数
は

田島　秀興
た  じ ま ひ で お き

映像は
こちらから

　
　

加
入
強
制
に
関
す
る
留
意
点
な
ど
を

情
報
提
供
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

本
年
度
、
全
て
の
自
治
会
長
向
け
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

「
運
営
の
手
引
き
」
で
は
加
入
強
制
の
留

意
点
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
自
治
会
連

合
会
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

自
治
会
運
営
上
の
様
々
な
問
題
が
あ

る
な
か
、
事
例
集
な
ど
、
情
報
の
提
供
と

い
う
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
の
強
化
を
考
え
て

も
良
い
か
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　

「
自
治
会
運
営
の
手
引
き
」
「
新
任

自
治
会
長
研
修
」
な
ど
の
支
援
に
加
え
て
、

市
民
へ
広
く
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
、
既

存
の
自
治
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
に
つ
い
て
、
連
合
会
の
皆
様
と
検
討

を
し
て
い
く
。

　
　

直
近
で
の
自
治
会
の
合
併
事
例
は
。

　
　

令
和
６
年
４
月
に
桜
ケ
丘
第
一
自
治

会
、
桜
ケ
丘
第
二
自
治
会
が
新
た
に
桜
ケ

丘
自
治
会
と
し
て
合
併
し
た
。

　
　

自
治
会
活
動
が
停
滞
し
た
場
合
、
認

可
の
取
り
消
し
や
合
併
を
促
す
こ
と
は
市

の
権
限
と
し
て
可
能
か
。

　
　

認
可
の
要
件
の
一
つ
に
「
現
に
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
と
あ
り
、
活
動

が
停
滞
し
た
場
合
は
取
り
消
す
こ
と
も
で

き
る
。
ま
た
、
一
律
に
合
併
を
促
す
の
で

は
な
く
、
個
別
に
相
談
に
の
り
な
が
ら
、

そ
の
自
治
会
に
あ
っ
た
方
法
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　
　

自
治
会
運
営
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
自
治
会

運
営
へ
の
影
響
は
、
市
と
し
て
も
課
題
と

考
え
、
自
治
会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。

QQQ AAA

QQ AA

１億円以上の一般競争入札の結果（令和６年）
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